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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／内外／その他資産（商品）

信託期間 無期限（設定日：2007年２月20日）

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、主とし
て商品指数連動債へ投資します。

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ
（適格機関投資家限定）

パインブリッジ・コモディティマザー
ファンド

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

本邦貨建て公社債および短期金融商品
等

当ファンドの
運用方法

■投資する投資信託証券は、中長期的に
世界の商品市況の動きを概ね反映させ
る投資成果を基本とするものとしま
す。

■外貨建資産については、原則として為
替ヘッジは行いません。

■指定投資信託証券の選定、追加または
入替えについては、ＳＭＢＣ日興証券
株式会社からの助言を受けます。

組入制限 ■外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。

分配方針 ■年１回（原則として毎年９月25日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

ファンドは複利効果による信託財産の
成長を優先するため、分配を極力抑制
します。
（基準価額水準、市況動向等によって
は変更する場合があります。）

ＳＭＢＣファンドラップ・

コモディティ
【運用報告書（全体版）】

（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

第 18 期

決算日 2024年９月25日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主

として商品指数連動債へ投資します。当期につい

ても、運用方針に沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

ブルームバーグ商品指数（円換算ベース） 公 社 債
組入比率

投資信託
証 券
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
14期（2020年９月25日） 3,628 0 △ 8.6 3,714 △13.2 0.5 97.6 5,112
15期（2021年９月27日） 5,133 0 41.5 5,398 45.3 0.3 97.3 6,266
16期（2022年９月26日） 7,860 0 53.1 8,414 55.9 0.3 97.5 8,130
17期（2023年９月25日） 7,665 0 △ 2.5 7,795 △ 7.4 0.2 97.8 10,040
18期（2024年９月25日） 7,287 0 △ 4.9 7,086 △ 9.1 0.1 98.2 13,824

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※参考指数は、ブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）を委託者が円換算したものです。算出にあたっては、基準価額への反映を考慮

して、設定日の２営業日前の指数値を設定日の前営業日の為替レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算し、設定日を10,000として指

数化したものです。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

ブルームバーグ商品指数（円換算ベース） 公 社 債
組 入 比 率

投 資 信 託
証 券
組 入 比 率騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2023年９月25日 7,665 － 7,795 － 0.2 97.8

９月末 7,715 0.7 7,877 1.1 0.2 97.8
10月末 7,743 1.0 7,878 1.1 0.2 97.8
11月末 7,457 △2.7 7,457 △ 4.3 0.2 97.7
12月末 7,118 △7.1 7,068 △ 9.3 0.2 97.9

2024年１月末 7,240 △5.5 7,182 △ 7.9 0.2 97.6
２月末 7,334 △4.3 7,240 △ 7.1 0.2 97.6
３月末 7,557 △1.4 7,414 △ 4.9 0.2 97.8
４月末 8,101 5.7 7,986 2.4 0.1 98.0
５月末 8,380 9.3 8,277 6.2 0.2 98.0
６月末 8,219 7.2 8,089 3.8 0.1 98.2
７月末 7,530 △1.8 7,316 △ 6.1 0.1 98.0
８月末 7,153 △6.7 6,926 △11.1 0.1 98.1

（期　　　末）
2024年９月25日 7,287 △4.9 7,086 △ 9.1 0.1 98.2

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

参考指数 : 左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

期　　首 7,665円

期　　末 7,287円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －4.9％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時に再投資
したと仮定して計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示します。
※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご利用のコー
スにより異なります。また、ファンドの購入価額などによって課税条件も
異なります。したがって、受益者の皆さまの損益の状況を示すものではあ
りません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、ブルームバーグ商品指数（円換算ベース）です。
※参考指数は、ブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）を委託者が円換算したものです。算出にあたっては、基準価額への反映を
考慮して、２営業日前の米ドルベースの指数値を前営業日の為替レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算しています。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何
ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ
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基準価額の主な変動要因（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

　当ファンドは、投資信託証券であるパインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）
を通じて、主として商品指数連動債へ投資を行いました。
　パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）における主な変動要因は以下の通り
です。
　当ファンドの投資対象である商品指数連動債（ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連動す
る米国ドル建て債券）の下落に加え、為替市場の円高米国ドル安を受けて、基準価額は下落しました。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ
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投資環境について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

　当期の商品市場（現地通貨ベース）は下落しまし
た。下落では、エネルギー（天然ガス、灯油）、穀
物（大豆油、トウモロコシ、小麦、大豆等）といっ
たセクターが目立ちました。特に大幅な下落率と
なった天然ガスは、需要の減少と高水準の生産が
響きました。また米国産地の好天で穀物全般が下
落する中、特に大豆油は大豆市況が中国の輸出先
変更で軟調推移となったことや、ブラジルの生産
増等が響きました。一方、上昇では農作物（コー
ヒー）や貴金属（金、銀）、非鉄（銅、亜鉛）といっ

たセクターが目立ちました。特に大幅な上昇率と
なったコーヒーは、世界的に需要が高まる中、ブ
ラジル産地の天候要因に加え、ベトナムの構造的
な生産能力低下が終始影響しました。また金等の
貴金属は米国金利の低下や米国ドル安、地政学的
リスクの上昇等が買い材料視されました。銅は、
欧米の景気回復期待の高まりや、電気自動車（Ｅ
Ｖ）や再生可能エネルギーといった需要の裾野の
広がりが支援材料となりました。

ポートフォリオについて（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

当ファンド
　主要投資対象であるパインブリッジ／ＦＯＦｓ
用コモディティＦ（適格機関投資家限定）を期を通
じて高位に組み入れました。

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ
（適格機関投資家限定）
　当期のポートフォリオは、基本方針どおり、商
品指数連動債を高位に組み入れ、ブルームバーグ
商品指数が表す世界の商品市況の中長期的な動き
を概ね反映させる投資成果を目指した運用を行い
ました。

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
　安全性と流動性を考慮し、短期の政府保証債を
中心とした運用を行いました。年限に関しては、
残存６ヵ月以内の政府保証債を中心とした運用を
継続しました。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ
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分配金について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収益率とは異な
ります。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第18期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,250

　期間の分配は、複利効果による信託財産の成長
を優先するため、見送りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本方針
に基づき運用いたします。

ベンチマークとの差異について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

※基準価額は分配金再投資ベース

-4.9

-9.1

（％）

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

参考指数

基準価額

　当ファンドは運用の指標となるベンチマークは
ありませんが、参考指数としてブルームバーグ商
品指数（円換算ベース）を設けています。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率
の対比です。
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３ お知らせ
約款変更について

●信託報酬率の引き下げに伴い、信託約款に所要の変更を行いました。� （適用日：2023年12月22日）

２ 今後の運用方針
当ファンド
　引き続き、運用の基本方針に従い、指定投資信
託証券への投資を通じて、主として商品指数連動
債へ投資します。

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ
（適格機関投資家限定）
　当ファンドの基本方針に基づき、商品指数連動
債へのフルインベストメントを行い、ブルーム
バーグ商品指数が表す世界の商品市況の中長期的

な動きを概ね反映させる投資成果を目指します。
なお、組み入れている外貨建て資産については、
当ファンドの運用方針に基づき原則として為替
ヘッジを行いません。

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
　引き続き安全性と流動性をもっとも重視したス
タンスでの運用を継続し、短期の国債・政府保証
債を中心とした運用を行っていきます。ファンド
の平均残存年限については、２～４ヵ月程度を目
安に短めを基本とする方針です。
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１万口当たりの費用明細（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 18円 0.231％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は7,593円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入

後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（投 信 会 社） （13） （0.165）
（販 売 会 社） （3） （0.033）
（受 託 会 社） （3） （0.033）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 0 0.006 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送回

金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）
（監 査 費 用） （0） （0.006）
（そ の 他） （0） （0.000）
合 計 18 0.237

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出してい
ます。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当
ファンドに対応するものを含みます。

※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
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参考情報 総経費率（年率換算）

※ １の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。
※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用は、
「１万口当たりの費用明細」をもとに、投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を
計算しています。
※ １と ２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。
※投資先ファンドでは、組み入れるパインブリッジ・コモディティマザーファンド受益証券を通じて、
ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連動する商品指数連動債に投資し、ブルームバーグ
商品指数を対象とした世界の商品市況に中長期的な動きが概ね反映される投資成果を享受します。た
だし、２の費用には、連動債券に関する債券管理費用は含まれていません。

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は0.60％です。

総経費率（１＋２） 0.60％
１ 当ファンドの費用の比率 0.24％

２
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.35％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.01％

運用管理費用
0.35％

運用管理費用以外
0.01％ 運用管理費用

（投信会社） 0.17％

運用管理費用
（販売会社） 0.03％

その他費用

運用管理費用
（受託会社） 0.03％

0.01％

総経費率
0.60％

投資先ファンドの費用 0.36％2 当ファンドの費用 0.24％１
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9－　　－

ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ

当期中の売買及び取引の状況（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

投資信託証券

買 付 売 付

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

国内
口 千円 口 千円

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ
（適 格 機 関 投 資 家 限 定） 5,909,623,356 4,562,890 162,118,991 122,690

※金額は受渡し代金。

※国内には、円建ての外国籍投資信託証券を含みます。

利害関係人との取引状況等（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

利害関係人との取引状況

ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 4,529 1,311 28.9 － － －

※平均保有割合　0.7％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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10－　　－

ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ

組入れ資産の明細（2024年９月25日現在）

(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
期首（前期末） 期 末

口 数 口 数 評 価 額 組 入 比 率

口 口 千円 ％
パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ
（適 格 機 関 投 資 家 限 定） 12,758,386,201 18,505,890,566 13,568,518 98.2

合 計 12,758,386,201 18,505,890,566 13,568,518 98.2

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首（前期末） 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
キャッシュ・マネジメント・マザーファンド 30,882 30,882 31,345

※キャッシュ・マネジメント・マザーファンドの期末の受益権総口数は5,306,929,277口です。

投資信託財産の構成� （2024年９月25日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 13,568,518 98.0

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド 31,345 0.2

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 244,693 1.8

投 資 信 託 財 産 総 額 13,844,557 100.0

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年９月25日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 13,844,557,349円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 244,693,099

投資信託受益証券(評価額) 13,568,518,962

キャッシュ・マネジメント・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 31,345,288

(B) 負 債 20,369,915

未 払 解 約 金 3,865,297

未 払 信 託 報 酬 15,780,976

そ の 他 未 払 費 用 723,642

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 13,824,187,434

元 本 18,970,585,962

次 期 繰 越 損 益 金 △ 5,146,398,528

(D) 受 益 権 総 口 数 18,970,585,962口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,287円

※当期における期首元本額13,098,220,953円、期中追加設定元本

額6,862,117,635円、期中一部解約元本額989,752,626円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2023年９月26日　至2024年９月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 129,719円
受 取 利 息 152,302
支 払 利 息 △        22,583

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △   682,618,727
売 買 益 24,683,149
売 買 損 △   707,301,876

(C) 信 託 報 酬 等 △    30,194,646
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   712,683,654
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 2,423,722,759
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 6,857,437,633

(配 当 等 相 当 額) (　 3,682,004,607)
(売 買 損 益 相 当 額) (△10,539,442,240)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 5,146,398,528
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △ 5,146,398,528
追 加 信 託 差 損 益 金 △ 6,857,437,633
(配 当 等 相 当 額) (　 3,682,005,273)
(売 買 損 益 相 当 額) (△10,539,442,906)
分 配 準 備 積 立 金 2,483,512,534
繰 越 損 益 金 △   772,473,429

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

当 期

(a) 経費控除後の配当等収益 0円
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(c) 収益調整金 3,682,005,273
(d) 分配準備積立金 2,483,512,534
(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 6,165,517,807

１万口当たり当期分配対象額 3,250.04
(f) 分配金 0

１万口当たり分配金 0

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

0円
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パインブリッジ・インベストメンツ株式会社 
〒100-6813 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 ＪＡビル 

お問い合わせ先・・・投資信託担当 
電話番号／03-5208-5858 
（受付時間／9：00～17：00(土､日､祝休日を除く)） 
ホームページ／https://www.pinebridge.co.jp/ 

＊当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（商品） 

信 託 期 間 原則として無期限です。 

運 用 方 針 

主として「パインブリッジ・コモディ

ティマザーファンド」（以下「マザー

ファンド」といいます。）受益証券を

通じてBloomberg Commodity IndexSM

（以下「ブルームバーグ商品指数」と

いいます。）の騰落率に償還価額等が

連動する米国ドル建ての債券（以下

「商品指数連動債」といいます。）に

投資することにより、ブルームバーグ

商品指数が表す世界の商品市況に中長

期的な動きが概ね反映される投資成果

を目指した運用を行います。 

主
要
運
用
対
象 

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用 
コ モ デ ィ テ ィ Ｆ 

マザーファンド受益証券を主要投資対

象とします。 

パ イ ン ブ リ ッ ジ ・ 
コモディティマザーファンド 

商品指数連動債を主要投資対象とします。 

組

入

制

限 

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用 
コ モ デ ィ テ ィ Ｆ 

・株式への直接投資は行いません。 

・マザーファンド受益証券への投資に

は制限を設けません。 

・実質組入れの外貨建て資産への投資

割合には、制限を設けません。 

パ イ ン ブ リ ッ ジ ・ 
コモディティマザーファンド 

・株式への直接投資は行いません。株

式への投資割合は、転換社債ならび

に転換社債型新株予約権付社債の転

換あるいは行使により取得した株券

に限り、信託財産の純資産総額の

10％以下とします。 

・投資信託証券への投資割合は、信託財

産の純資産総額の5％以下とします。 

・同一銘柄の株式への投資割合は、取

得時において信託財産の5％以下と

します。 

・外貨建て資産への投資割合には、制

限を設けません。 

分 配 方 針 

年1回（原則として7月25日）決算を行

い、利子・配当等収益を中心に、基準

価額の水準、市況動向、運用状況を勘

案して分配を行います。ただし、分配

対象額が少額の場合には分配を行わな

い場合もあります。 

運用報告書（全体版） 
第18期 

（決算日 2024年7月25日） 

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用 
コモディティＦ 

（適格機関投資家限定） 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

  

  平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 「パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディ

ティＦ（適格機関投資家限定）」は、2024年

7月25日に第18期の決算を行いましたので、

期中の運用状況をご報告申し上げます。 

 今後とも一層のお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 
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◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
＜参 考 指 数＞ 

ブルームバーグ商品指数（円換算） 債  券 
組入比率 

純 資 産 
総  額 

 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ 百万円 
第14期 (2020年7月27日) 3,429 0 △11.5 3,586 △16.0 99.5 4,934 

第15期 (2021年7月26日) 4,960 0 44.6 5,260 46.7 97.6 5,719 

第16期 (2022年7月25日) 7,354 0 48.3 7,917 50.5 97.2 6,994 

第17期 (2023年7月25日) 7,460 0 1.4 7,580 △ 4.3 98.0 9,265 

第18期 (2024年7月25日) 7,660 0 2.7 7,420 △ 2.1 98.8 13,493 

（注1）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率は実質比率を記載しています。 

（注2）参考指数は基準価額への反映を考慮してブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）の前営業日の値を営業日当日の米国ドル為替

レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算したうえ2007年2月21日（設定日）を10,000として指数化したものです。 
 

◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

＜参 考 指 数＞ 
ブルームバーグ商品指数（円換算） 債  券 

組入比率 
 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ 
2023年 7月25日 7,460 － 7,580 － 98.0 

 7月末 7,403 △ 0.8 7,517 △0.8 97.6 

 8月末 7,627 2.2 7,716 1.8 97.8 

 9月末 7,753 3.9 7,877 3.9 97.7 

10月末 7,705 3.3 7,768 2.5 98.3 

11月末 7,520 0.8 7,484 △1.3 98.2 

12月末 7,097 △ 4.9 7,022 △7.4 97.3 

2024年 1月末 7,335 △ 1.7 7,254 △4.3 97.8 

 2月末 7,369 △ 1.2 7,242 △4.5 97.3 

 3月末 7,671 2.8 7,491 △1.2 98.1 

 4月末 8,258 10.7 8,066 6.4 98.5 

 5月末 8,312 11.4 8,110 7.0 97.9 

 6月末 8,310 11.4 8,116 7.1 97.6 

(期  末)      
2024年 7月25日 7,660 2.7 7,420 △2.1 98.8 

（注1）騰落率は期首比です。 

（注2）当ファンドは親投資信託を組入れますので、債券組入比率は実質比率を記載しています。 

（注3）参考指数は基準価額への反映を考慮してブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）の前営業日の値を営業日当日の米国ドル為替

レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算したうえ2007年2月21日（設定日）を10,000として指数化したものです。 
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パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）

14－　　－

投資環境 (2023年7月26日～2024年7月25日) 
 
 

 
 
 
ブルームバーグ商品指数の構成比と騰落率（米国ドルベース） 

  期首 
2023年7月25日 

期末 
2024年7月25日 

騰落率 

ブルームバーグ商品指数 100％ 100％ △ 9.6％ 
エネルギー 29.7％ 29.0％  
 ブレント原油 7.6％ 7.6％ △ 2.4％ 
 WTI原油 8.3％ 7.6％ △ 1.5％ 
 天然ガス 6.3％ 6.5％ △19.7％ 
 ガスオイル 2.7％ 2.7％ △ 7.7％ 
 ガソリン 2.8％ 2.5％ △15.0％ 
 ヒーティングオイル 2.0％ 2.0％ △10.7％ 
非鉄 14.5％ 15.5％  
 銅 5.2％ 5.6％ 6.6％ 
 アルミニウム 3.9％ 4.1％ 3.8％ 
 亜鉛 2.3％ 2.5％ 10.2％ 
 ニッケル 2.1％ 2.4％ △26.4％ 
 鉛 0.9％ 0.8％ △ 7.0％ 
貴金属 20.7％ 22.5％  
 金 16.0％ 17.0％ 23.1％ 
 銀 4.7％ 5.5％ 19.3％ 
穀物 21.5％ 20.0％  
 大豆 5.6％ 4.9％ △25.3％ 
 トウモロコシ 4.8％ 4.9％ △28.0％ 
 大豆油 3.4％ 3.1％ △31.9％ 
 大豆粕 3.1％ 3.0％ △22.1％ 
 小麦 2.9％ 2.5％ △27.8％ 
 KCBT小麦 1.9％ 1.6％ △38.2％ 
畜産物 5.6％ 5.7％  
 生牛 3.8％ 3.7％ 3.3％ 
 豚赤身肉 1.8％ 2.0％ △ 5.6％ 
農作物 7.9％ 7.4％  
 コーヒー 3.0％ 3.7％ 41.8％ 
 砂糖 3.4％ 2.3％ △28.1％ 
 綿 1.6％ 1.3％ △19.4％ 

（注）ブルームバーグ商品指数は、商品市場全体の動きを示す代表
的な指数です。 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 当期の商品市場は下落しました。下落では、天然ガスが高水準の生産と在庫の積み上がりに加え、
冬季需要の後退等により大幅に下落しました。また小麦やトウモロコシも米国ドル高に伴う割高感
が高まる中、米国産地の良好な作育状況が売り材料となりました。一方、上昇では、コーヒーが低
水準の在庫状況や天候悪化による作育不良から突出した上昇となりました。また金や銀といった貴
金属も地政学的リスクの高まり等に伴う安全資産選好の流れが、米国ドル高等のマイナス材料を上
回って上昇しました。 

商品市場 
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当期の為替市場は円安米国ドル高となりました。日米金利差は、米国の金融引き締め政策の終焉期

待と日銀の金融正常化観測の高まりを背景に縮小傾向となりましたが、終始円売り米国ドル買い要

因となりました。また地政学的リスクの高まり等から、円金利の上昇に反して米国ドルへの選好が

高まったことも円安の一因となりました。 
 

為替市場 
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運用経過 (2023年7月26日～2024年7月25日) 
 
 

 
 

 

 
※分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。なお、当ファンドは既払分配金がありませんので、分配金再投資基準価額と基準価額は同一です。 

※分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。従って、各お客様の損益の状況を示すものではありません。 

※参考指数は基準価額への反映を考慮して、ブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）の前営業日の値を営業日当日の米国ドル為替レート

（対顧客電信売買相場仲値）で円換算したものです。期首の基準価額をもとに指数化しています。 

 
 

基準価額は上昇しました。投資対象である商品指数連動債（ブルームバーグ商品指数の騰落率に償

還価額等が連動する米国ドル建ての債券）は下落しましたが、為替市場での円安米国ドル高の進行

が、保有する外貨建てキャッシュにもプラス要因となりました。 

基準価額の推移 

基準価額の主な変動要因 
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当期の収益分配金につきましては、長期的な信託財産の成長を追求する観点から、見送らせてい
ただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、信託財産中に留保し、元本部分

と同一の運用を行うことといたします。 
 
分配原資の内訳                    (単位：円・％、1万口当たり、税引前) 

項   目 
第18期 

2023年7月26日～ 
2024年7月25日 

当期分配金  － 

(対基準価額比率) － 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 3,782 

（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」と「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から、それぞれ当期の分

配に充当した額の合計を表示しています。なお、「当期の収益」「当期の収益以外」は小数点以下切捨てで算出しているため合計が

当期分配金と一致しない場合があります。 

（注2）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異

なります。 

 
 

＜パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）＞ 
当期のポートフォリオは、基本方針どおり、パインブリッジ・コモディティマザーファンドを高
位に組入れ、ブルームバーグ商品指数が表す世界の商品市況に中長期的な動きを概ね反映される

投資成果を目指した運用を行いました。 
 
＜パインブリッジ・コモディティマザーファンド＞ 

当期のポートフォリオは、基本方針どおり、ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連
動する米国ドル建ての債券（商品指数連動債）を高位に組入れ、ブルームバーグ商品指数が表す
世界の商品市況に中長期的な動きが概ね反映される投資成果を目指した運用を行いました。 

 

 

運用経過 

分配金の状況 
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今後の市況見通しと運用方針   

 
 

主なセクターの注目点は、エネルギーでは世界景気の動向、米国の在庫状況、需要国の天候状況、
シェールガス・シェールオイルの生産動向等が、非鉄では中国等新興国の需要および鉱山会社の
生産動向、LME（ロンドン金属取引所）の在庫水準等が挙げられます。また貴金属では財政・金

融政策、株式・債券・通貨動向、地政学リスク、各中央銀行やETP（上場取引型金融商品）が保
有する金の売買動向等が、そして穀物では中国の需要、代替エネルギー需要、生産国の天候・作
付け動向等が挙げられます。中長期的には、先進国経済の回復と新興国経済の相対的に高い成長

が、商品市場の下支えとなると見込まれます。 
 

 

＜パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）＞ 
当ファンドの基本方針にしたがい、パインブリッジ・コモディティマザーファンドへのフルイン
ベストメントを行い、ブルームバーグ商品指数が表す世界の商品市況に中長期的な動きが概ね反

映される投資成果を目指します。なお、組入れている外貨建て資産については、当ファンドの運
用方針に基づき原則として為替ヘッジを行いません。 

 

＜パインブリッジ・コモディティマザーファンド＞ 
基本方針通り、ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連動する米国ドル建ての債券
（商品指数連動債）へのフルインベストメントを行い、ブルームバーグ商品指数が表す世界の商

品市況に中長期的な動きが概ね反映される投資成果を目指します。なお、組入れている外貨建て
資産については、当ファンドの運用方針に基づき原則として為替ヘッジを行いません。 

運用方針 

今後の市況見通し 
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◆1万口当たりの費用明細 （2023年7月26日～2024年7月25日）

 

項 目 

第18期 
(2023.7.26～2024.7.25) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 28円 0.363％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   期中の平均基準価額（月末値の平均値）は7,696円です。 
（投信会社） (23) (0.301) 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成、ファンドの監査等の対価 
（販売会社） ( 1) (0.011) 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
（受託会社） ( 4) (0.051) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 
売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 
有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 
その他費用 1 0.008 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
（保管費用） ( 1) (0.008) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 
（その他） ( 0) (0.000)  

合 計 29 0.371  
（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注2）比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
（注3）消費税は報告日の税率を採用しています。 
 

◆売買および取引の状況 （2023年7月26日～2024年7月25日）

 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 

 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
パインブリッジ・コモディティマザーファンド 4,581,984 4,110,000 128,085 110,000 

（注）単位未満は切捨て。 
 

◆主要な売買銘柄 （2023年7月26日～2024年7月25日）

 
【パインブリッジ・コモディティマザーファンドにおける公社債の売買】 

買 付 売 付 

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額 

 千円  千円 
Societe Generale 0.0% 24/9/30(アメリカ) 6,769,991 Societe Generale 0.0% 24/3/28(アメリカ) 5,311,014 
Societe Generale 0.0% 24/3/28(アメリカ) 5,507,870 Societe Generale 0.0% 23/9/29(アメリカ) 4,898,049 
STAR HELIOS    0.0% 24/10/24(アメリカ) 3,137,264 STAR HELIOS    0.0% 24/10/24(アメリカ) 1,271,010 
Societe Generale 0.0% 23/9/29(アメリカ) 145,103   

（注1）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれていません。） 
（注2）単位未満は切捨て。 
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◆利害関係人との取引状況等 （2023年7月26日～2024年7月25日）

 
＜パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定）＞ 

 当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

＜パインブリッジ・コモディティマザーファンド＞ 

 当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

 

◆組入資産の明細 （2024年7月25日現在）

 
【親投資信託残高】 

種 類 
期首（前期末） 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

パインブリッジ・コモディティマザーファンド 10,772,323 15,226,222 13,456,935 

（注）単位未満は切捨て。 

 

 

＜補足情報＞ 

下記は、パインブリッジ・コモディティマザーファンド（15,226,222千口）の内容です。 

【外国（外貨建）公社債（種類別）】 

区 分 額 面 金 額 
評 価 額 

組入比率 う ち Ｂ Ｂ 格 
以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米国ドル 千米国ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
ア メ リ カ 72,100 86,925 13,330,956 99.1 － － － 99.1 

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注3）額面・評価額の単位未満は切捨て。 
（注4）－印は組入れなし。 
（注5）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 

【外国（外貨建）公社債（銘柄別）】 

銘 柄 種 類 利 率 額 面 金 額 
評 価 額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

（アメリカ）  ％ 千米国ドル 千米国ドル 千円  

STAR HELIOS 普通社債券（含む投資
法人債券） 

－ 27,500 43,708 6,703,135 2024/10/24 

Societe Generale － 44,600 43,217 6,627,820 2024/9/30 

合 計 － － － － 13,330,956 － 

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注2）額面・評価額の単位未満は切捨て。 
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◆投資信託財産の構成 (2024年7月25日現在）

 

項           目 
当     期     末 

評   価   額 比     率 

 千円 ％ 
パインブリッジ・コモディティマザーファンド 13,456,935 99.6 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 60,715 0.4 
投 資 信 託 財 産 総 額 13,517,650 100.0 

（注1）評価額の単位未満は切捨て。 

（注2）パインブリッジ・コモディティマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（13,406,675千円）の投資信託財産総額

（13,458,164千円）に対する比率は99.6％です。 

（注3）外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル＝153.36円です。 

 

◆資産､負債､元本および基準価額の状況 
 (2024年7月25日現在)

項 目 当 期 末 

(A) 資 産 13,517,650,399円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 60,714,926 

 
パインブリッジ・コモディ 
ティマザーファンド(評価額) 13,456,935,390 

 未 収 利 息 83 

(B) 負 債 24,047,038 

 未 払 信 託 報 酬 24,047,038 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 13,493,603,361 

 元 本 17,616,515,608 

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 4,122,912,247 

(D) 受 益 権 総 口 数 17,616,515,608口 

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,660円 

＜注記事項（当運用報告書作成時点では監査未了です。）＞ 

期首元本額                12,421,127,119円 

期中追加設定元本額             5,541,778,280円 

期中一部解約元本額              346,389,791円 

1口当たり純資産額                 0.7660円 

元本の欠損金額               4,122,912,247円 

 

 

◆損益の状況 
 (2023年7月26日～2024年7月25日)

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 △     6,781円 
 受 取 利 息 7,569 
 支 払 利 息 △    14,350 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 218,716,848 
 売 買 益 225,080,287 
 売 買 損 △   6,363,439 

(C) 信 託 報 酬 等 △  43,465,729 
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 175,244,338 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 2,456,821,631 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 6,754,978,216 
 （配 当 等 相 当 額) (  4,031,915,410) 
 （売 買 損 益 相 当 額) (△10,786,893,626) 

(G)    計   (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 4,122,912,247 
(H) 収 益 分 配 金 0 
 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) △ 4,122,912,247 
 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 6,754,978,216 
 （配 当 等 相 当 額) (  4,032,043,688) 
 （売 買 損 益 相 当 額) (△10,787,021,904) 
 分 配 準 備 積 立 金 2,632,065,969 

（注1）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注2）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 

（注3）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 <分配金の計算過程> 第18期 

a．配当等収益(費用控除後) 3,319,255円

b．有価証券売買損益(費用控除後) 171,925,083円

c．信託約款に規定する収益調整金 4,032,043,688円

d．信託約款に規定する分配準備積立金 2,456,821,631円

e．分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,664,109,657円

f．分配金 0円

g．分配金(1万口当たり) 0円
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【ブルームバーグ商品指数について】 

 ブルームバーグ商品指数（Bloomberg Commodity IndexSM）および「ブルームバーグ（Bloomberg®）」

は、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピー（Bloomberg Finance L.P.）およびその関係会社

（以下「ブルームバーグ」と総称します。）のサービスマークであり、パインブリッジ・インベス

トメンツ株式会社による一定の目的での利用のためにライセンスされています。ブルームバーグ商

品指数（Bloomberg Commodity IndexSM）は、ブルームバーグとUBSセキュリティーズ・エル・エ

ル・シー（UBS Securities LLC）の間の契約に従ってブルームバーグが算出し、配信し、販売する

ものです。ブルームバーグ、ならびにUBSセキュリティーズ・エル・エル・シーおよびその関係会

社（以下「UBS」と総称します。）のいずれも、パインブリッジ・インベストメンツ株式会社の関

係会社ではなく、ブルームバーグおよびUBSは、当ファンドを承認し、是認し、レビューしまたは

推奨するものではありません。ブルームバーグおよびUBSのいずれも、ブルームバーグ商品指数

（Bloomberg Commodity IndexSM）に関連するいかなるデータまたは情報の適時性、正確性または完

全性も保証するものではありません。 
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パインブリッジ・コモディティマザーファンド 
運用報告書《第36期》 

 

決算日 2024年2月13日 
（計算期間：2023年8月11日～2024年2月13日） 

 

受益者のみなさまへ 
 

「パインブリッジ・コモディティマザーファンド」は、2024年2月13日に第36期の決算を行いまし
た。 
以下、当マザーファンドの第36期の運用状況をご報告申し上げます。 
 
当マザーファンドの仕組みは次のとおりです。 

運 用 方 針 

① 主として商品指数連動債への投資を通じて、ブルームバーグ商品指数と連
動する投資成果を目標として運用を行います。 

② 実質組入れの外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いませ
ん。 

③ 資金動向や市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があ
ります。 

主要運用対象 商品指数連動債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

① 株式への直接投資は行いません。株式への投資割合は、転換社債、ならび
に転換社債型新株予約権付社債の転換あるいは行使により取得した株券に
限り、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

② 投資信託証券への投資割合は、信託財産の純資産総額の5％以下としま
す。 

③ 同一銘柄の株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の5％以下としま
す。 

④ 外貨建て資産への投資割合には、制限を設けません。 
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◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
＜参考指数＞ 

ブルームバーグ商品指数 債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

 
期 中 
騰落率 

（円換算） 
期 中 
騰落率 

 円 ％  ％ ％ 百万円 

第32期(2022年2月10日) 6,806 23.4 6,569 23.5 97.9 7,795 

第33期(2022年8月10日) 8,540 25.5 8,309 26.5 97.4 7,158 

第34期(2023年2月10日) 8,000 △ 6.3 7,358 △11.4 97.6 7,964 

第35期(2023年8月10日) 8,617 7.7 7,941 7.9 97.3 9,373 

第36期(2024年2月13日) 8,388 △ 2.7 7,481 △ 5.8 97.9 10,231 

（注）参考指数は基準価額への反映を考慮してブルームバーグ商品指数（米国ドルベース）の前営業日の値を営業日当日の米国ドル為替レー

ト（対顧客電信売買相場仲値）で円換算したうえ2006年2月23日（設定日）を10,000として指数化したものです。（以下同じ。） 

 

 

◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

＜参考指数＞ 
ブルームバーグ商品指数 債  券 

組入比率 
 騰落率 （円換算） 騰落率 

 円 ％  ％ ％ 

(期 首)2023年8月10日 8,617 － 7,941 － 97.3 

8月末 8,770 1.8 8,033 1.2 98.1 

9月末 8,918 3.5 8,201 3.3 98.1 

10月末 8,865 2.9 8,087 1.8 98.6 

11月末 8,654 0.4 7,792 △1.9 98.5 

12月末 8,168 △5.2 7,312 △7.9 97.6 

2024年1月末 8,445 △2.0 7,552 △4.9 98.0 

(期 末)2024年2月13日 8,388 △2.7 7,481 △5.8 97.9 

（注）騰落率は期首比です。 
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投資環境 (2023年8月11日～2024年2月13日)   

当期の商品市場は下落しました。下落では、天然ガスが高水準の生産と在庫の積み上がりに加え、

冬季需要の後退等により大幅に下落しました。また小麦は米国ドル高に伴う割高感や米国産地の良

好な作育状況が売り材料となりました。そしてニッケルは中国景気の低迷等で在庫が積み上がる中、

インドネシアの増産等が嫌気されました。一方、上昇では、コーヒーが低水準の在庫状況や天候悪

化による作育不良から目立った上昇となりましたが、それ以外の商品の上昇率は限定的なものに留

まりました。 
 

 

当期の為替市場は円安米国ドル高となりました。日米金利差は、米国の金融引き締め政策の終焉期

待と日銀の金融正常化観測の高まりを背景に縮小傾向となりましたが、終始円売り米国ドル買い要

因となりました。また地政学的リスクの高まり等から、円金利の上昇に反して米国ドルへの選好が

高まったことも円安の一因となりました。 
 

為替市場 
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運用経過 (2023年8月11日～2024年2月13日) 
 
 

 
 

 

※上記グラフのブルームバーグ商品指数（円換算）は、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 

 
 

基準価額は下落しました。為替市場の円安米国ドル高がプラス寄与となりましたが、それ以上に

投資対象である商品指数連動債（ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連動する米国

ドル建ての債券）が下落しました。 

 
 

基準価額の推移 
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当期のポートフォリオは、基本方針どおり、ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連

動する米国ドル建ての債券（商品指数連動債）を高位に組入れ、ブルームバーグ商品指数が表す

世界の商品市況に中長期的な動きが概ね反映される投資成果を目指した運用を行いました。 
 

 

 

 

 

主なセクターの注目点は、エネルギーでは世界景気の動向、米国の在庫状況、需要国の天候状況、

シェールガス・シェールオイルの生産動向等が、非鉄では中国等新興国の需要および鉱山会社の

生産動向、LME（ロンドン金属取引所）の在庫水準等が挙げられます。また貴金属では財政・金

融政策、株式・債券・通貨動向、地政学リスク、各中央銀行やETP（上場取引型金融商品）が保

有する金の売買動向等が、そして穀物では中国の需要、代替エネルギー需要、生産国の天候・作

付け動向等が挙げられます。中長期的には、先進国経済の回復と新興国経済の相対的に高い成長

が、商品市場の下支えとなると見込まれます。 
 
 

 

基本方針通り、ブルームバーグ商品指数の騰落率に償還価額等が連動する米国ドル建ての債券

（商品指数連動債）へのフルインベストメントを行い、ブルームバーグ商品指数が表す世界の商

品市況に中長期的な動きが概ね反映される投資成果を目指します。なお、組入れている外貨建て

資産については、当ファンドの運用方針に基づき原則として為替ヘッジを行いません。 
 

 

今後の市況見通し 

 
今後の市況見通しと運用方針   

運用方針 

運用経過 
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◆1万口（元本10,000円）当たりの費用明細 （2023年8月11日～2024年2月13日）

 

項 目 

第36期 
(2023.8.11～2024.2.10) 項 目 の 概 要 

金 額 比 率 

   期中の平均基準価額は8,636円です。 

その他費用 0円 0.004％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

（保管費用） (0) (0.004) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転に要する費用 

合 計 0 0.004  

（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注2）比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

（注3）消費税は報告日の税率を採用しています。 

 

◆売買および取引の状況 （2023年8月11日～2024年2月13日）

 
【公社債】 

   買 付 額 売 付 額 

外
国 

  千米国ドル 千米国ドル 

ア メ リ カ 社債券（投資法人債券を含む） 40,690 32,745 

（注1）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれていません。） 

（注2）単位未満は切捨て。 

（注3）社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれていません。 

 

◆主要な売買銘柄 （2023年8月11日～2024年2月13日）

 
【公社債】 

買 付 売 付 

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額 

 千円  千円 

Societe Generale 0.0% 24/3/28(アメリカ) 5,506,947 Societe Generale 0.0% 23/9/29(アメリカ) 4,898,049 

STAR HELIOS    0.0% 24/10/24(アメリカ) 417,173   

Societe Generale 0.0% 23/9/29(アメリカ) 145,103   

（注1）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれていません。） 
（注2）単位未満は切捨て。 
 

◆利害関係人との取引状況等 （2023年8月11日～2024年2月13日）

 
 当期における利害関係人との取引等はありません。 

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
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◆組入資産の明細 （2024年2月13日現在）

 
【外国（外貨建）公社債（種類別）】 

区 分 額面金額 
評 価 額 

組入比率 
う ち B B 格 
以下組入比率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米国ドル 千米国ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ア メ リ カ 59,400 67,044 10,015,771 97.9 － － － 97.9 

合 計 59,400 67,044 10,015,771 97.9 － － － 97.9 

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
（注3）額面・評価額の単位未満は切捨て。 
（注4）－印は組入れなし。 
（注5）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 

 

【外国（外貨建）公社債（銘柄別）】 

種 類 銘 柄 名 利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米国ドル 千米国ドル 千円  

普 通 社 債 券 STAR HELIOS － 21,800 33,264 4,969,401 2024/10/24 

(含む投資法人債券) Societe Generale － 37,600 33,779 5,046,370 2024/3/28 

 合   計    10,015,771  

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注2）額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

◆投資信託財産の構成 （2024年2月13日現在）

 

項   目 
当  期  末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公 社 債 10,015,771 96.9 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 323,492 3.1 

投 資 信 託 財 産 総 額 10,339,263 100.0 

（注1）評価額の単位未満は切捨て。 

（注2）当期末における外貨建て純資産（10,194,374千円）の投資信託財産総額（10,339,263千円）に対する比率は98.6％です。 

（注3）外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算

レートは、1米国ドル＝149.39円です。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 （2024年2月13日現在）

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資 産 10,369,137,286 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 323,491,967 

 公 社 債 ( 評 価 額 ) 10,015,771,879 

 未 収 入 金 29,873,440 

(B) 負 債 137,602,167 

 未 払 金 137,602,117 

 未 払 利 息 50 

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 10,231,535,119 

 元 本 12,197,921,393 

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 1,966,386,274 

(D) 受 益 権 総 口 数 12,197,921,393口 

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,388円 

＜注記事項＞ 
期首元本額 10,878,277,482円

期中追加設定元本額 1,447,729,612円

期中一部解約元本額 128,085,701円

1口当たり純資産額 0.8388円

元本の欠損金額 1,966,386,274円

期末における元本の内訳 

パインブリッジ／ＦＯＦｓ用コモディティＦ（適格機関投資家限定） 12,197,921,393円

 

 

 

 
◆損益の状況 
 （2023年8月11日～2024年2月13日）

項 目 当 期 

  円 

(A) 配 当 等 収 益 2,067,136 

 受 取 利 息 2,075,584 

 支 払 利 息 △    8,448 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 268,802,711 

 売 買 益 448,729,970 

 売 買 損 △ 717,532,681 

(C) 信 託 報 酬 等 △   414,397 

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 267,149,972 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △1,504,592,391 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △ 212,729,612 

(G) 解 約 差 損 益 金 18,085,701 

(H) 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｇ ) △1,966,386,274 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｈ ) △1,966,386,274 

（注1）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 

（注2）(C)信託報酬等は、外貨建て資産の保管費用等のことです。 

（注3）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注4）(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。 
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キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
第18期（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

信託期間 無期限（設定日：2007年２月20日）
運用方針 ■本邦貨建て公社債および短期金融商品等に投資を行い、利息等収入の確保を図ります。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
円 ％ ％ 百万円

14期（2020年７月27日） 10,160 △0.1 86.2 4,668
15期（2021年７月26日） 10,154 △0.1 62.8 5,851
16期（2022年７月25日） 10,152 △0.0 75.3 4,586
17期（2023年７月25日） 10,148 △0.0 68.8 3,220
18期（2024年７月25日） 10,147 △0.0 82.2 4,388

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％
2023年７月25日 10,148 － 68.8

７月末 10,148 0.0 68.1
８月末 10,148 0.0 70.4
９月末 10,147 △0.0 67.6
10月末 10,146 △0.0 53.7
11月末 10,147 △0.0 77.6
12月末 10,149 0.0 69.6

2024年１月末 10,149 0.0 54.7
２月末 10,147 △0.0 70.3
３月末 10,148 0.0 71.2
４月末 10,146 △0.0 59.0
５月末 10,143 △0.0 71.2
６月末 10,145 △0.0 62.4

（期　　　末）
2024年７月25日 10,147 △0.0 82.2

※騰落率は期首比です。
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キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

基準価額等の推移

期 首 10,148円

期 末 10,147円

騰 落 率 －0.0％

基準価額の主な変動要因（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

　当ファンドは、本邦通貨建ての公社債および短期金融商品等を主要投資対象とし、安定した収

益の確保を図ることを目的として運用を行いました。

上昇要因
・保有している公社債からスプレッド（国債に対する上乗せ金利）分のインカム収

入を得たこと

下落要因

・マイナス金利政策導入を背景として無担保コールレートがマイナス化していたこ

と

・マイナス金利解除を背景に国内金利が上昇基調で推移し、債券価格が下落したこ

と

10,135

10,140

10,145

10,150

10,155

0

5,000

10,000

期首 '23/8 9 10 11 12 '24/1 2 3 4 5 6 期末

純資産総額（百万円）：右軸

基準価額（円）：左軸
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キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

投資環境について（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

期間における国内短期金融市場は下落しました。

　日本銀行は2023年７月以降、長短金利操作の運用を柔軟化するなどの政策変更を行い、国内金

利は上昇基調で推移しました。2024年３月の日銀金融政策決定会合においては、マイナス金利の

解除やイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）廃止を決定したほか、日銀当座預金付利

金利を0.1％に引き上げることで、無担保コール翌日金利を０～0.1％程度で推移するよう促すこ

とも決定しました。

　期初にマイナス圏で推移していた国庫短期証券３ヵ月物利回りは、日本銀行がマイナス金利を

解除した３月中旬以降はプラスに転じ、その後は０％近辺で推移しました。

ポートフォリオについて（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

　安全性と流動性を考慮し、短期の政府保証債を中心とした運用を行いました。年限に関しては、

残存６ヵ月以内の短期の政府保証債を中心とした運用を継続しました。

ベンチマークとの差異について（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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２ 今後の運用方針

　日本銀行は７月の金融政策決定会合において、政策金利を0.25％へ引き上げることや長期国債

買入れの段階的な減額を決定しました。植田日銀総裁は、展望レポートで示した経済・物価見通

しが実現するのであれば引き続き利上げを行う可能性を示しており、国内金利は上昇圧力がかか

りやすいものと想定します。当ファンドでは引き続き、安全性と流動性をもっとも重視したスタ

ンスでの運用を継続し、短期の国債・政府保証債を中心とした運用を行っていきます。ファンド

の平均残存年限については、２～４ヵ月程度を目安に短めを基本とする方針です。

１万口当たりの費用明細（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) そ の 他 費 用 0円 0.001％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用（そ の 他） (0) (0.001)

合 計 0 0.001

期中の平均基準価額は10,147円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

国 内

千円 千円

特 殊 債 券 3,313,950 －
(2,312,000)

社 債 券 1,604,013 －
(1,200,000)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

※社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。
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キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

利害関係人との取引状況等（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

(1) 利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 4,917 1,921 39.1 － － －

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年７月26日から2024年７月25日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

組入れ資産の明細（2024年７月25日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
特 殊 債 券
（除く金融債券）

2,505,000 2,508,057 57.1 － － － 57.1
(2,505,000) (2,508,057) (57.1) (－) (－) (－) (57.1)

普 通 社 債 券 1,100,000 1,100,565 25.1 － － － 25.1
(1,100,000) (1,100,565) (25.1) (－) (－) (－) (25.1)

合 計 3,605,000 3,608,622 82.2 － － － 82.2
(3,605,000) (3,608,622) (82.2) (－) (－) (－) (82.2)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 買 付 額 売 付 額 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
公 社 債 100 － 100

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、三井住友ファイナンス＆リース株式会社です。
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キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

特 殊 債 券
（除く金融債券）

222　政保道路機構 0.6010 109,000 109,009 2024/07/31
11政保地方公共４ 0.0010 200,000 199,978 2024/08/28
225　政保道路機構 0.5560 110,000 110,052 2024/08/30
６政保地方公共８年 0.0010 200,000 199,957 2024/09/27
229　政保道路機構 0.5390 200,000 200,232 2024/10/31
231　政保道路機構 0.4950 300,000 300,406 2024/11/29
26　政保政策投資Ｃ 0.4660 200,000 200,270 2024/12/12
234　政保道路機構 0.4660 200,000 200,290 2024/12/27
236　政保道路機構 0.3200 99,000 99,096 2025/01/31
69政保地方公共団 0.4140 99,000 99,155 2025/02/17
70政保地方公共団 0.4500 99,000 99,186 2025/03/14
241　政保道路機構 0.4500 200,000 200,394 2025/03/31
243　政保道路機構 0.3910 200,000 200,318 2025/04/30
72政保地方公共団 0.5090 189,000 189,457 2025/05/23
247　政保道路機構 0.5090 100,000 100,250 2025/05/30

小 計 － 2,505,000 2,508,057 －

普 通 社 債 券

13富士フイルムホールデイ 0.0800 100,000 99,994 2024/07/26
12　三井住友Ｆ＆Ｌ 0.7260 100,000 100,008 2024/08/05
11　旭化成 0.0700 100,000 99,998 2024/09/06
21　ＫＤＤＩ 0.6690 100,000 100,067 2024/09/20
34　ソニー 0.1300 100,000 99,968 2024/10/10
５　新日鐵住金 0.2300 100,000 99,995 2024/12/20
36東日本旅客鉄道 2.1100 100,000 100,750 2024/12/20
21　オリエンタルランド 0.0400 100,000 99,917 2025/01/20
17　デンソー 0.1800 100,000 99,940 2025/03/19
18　大和ハウス 0.3400 100,000 100,040 2025/04/30
31　沖縄電力 0.1800 100,000 99,882 2025/06/25

小 計 － 1,100,000 1,100,565 －
合 計 － 3,605,000 3,608,622 －

投資信託財産の構成� （2024年７月25日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 3,608,622 82.2
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 780,039 17.8
投 資 信 託 財 産 総 額 4,388,661 100.0

CC_24155563_08_ost三住DS_SMBCFラップコモディティ_キャッシュマネジメントMF（取引状況）.indd   36 2024/11/28   14:57:58



37－　　－

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年７月25日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 4,388,661,981円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 777,025,080

公 社 債(評価額) 3,608,622,763

未 収 利 息 2,285,595

前 払 費 用 728,543

(B) 純 資 産 総 額(Ａ) 4,388,661,981

元 本 4,325,119,397

次 期 繰 越 損 益 金 63,542,584

(C) 受 益 権 総 口 数 4,325,119,397口

１万口当たり基準価額(Ｂ／Ｃ) 10,147円

※当期における期首元本額3,173,308,529円、期中追加設定元本額

7,253,144,890円、期中一部解約元本額6,101,334,022円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

ＳＭＢＣファンドラップ・日本バリュー株 984,252円

ＳＭＢＣファンドラップ・Ｊ－ＲＥＩＴ 984,252円

ＳＭＢＣファンドラップ・Ｇ－ＲＥＩＴ 93,018,163円

ＳＭＢＣファンドラップ・ヘッジファンド 311,216,889円

ＳＭＢＣファンドラップ・米国株 984,543円

ＳＭＢＣファンドラップ・欧州株 89,718,432円

ＳＭＢＣファンドラップ・新興国株 61,111,034円

ＳＭＢＣファンドラップ・コモディティ 30,882,058円

ＳＭＢＣファンドラップ・米国債 136,874,567円

ＳＭＢＣファンドラップ・欧州債 68,341,252円

ＳＭＢＣファンドラップ・新興国債 54,958,024円

ＳＭＢＣファンドラップ・日本グロース株 167,596,581円

ＳＭＢＣファンドラップ・日本中小型株 27,029,827円

ＳＭＢＣファンドラップ・日本債 964,891,078円

大和住銀　中国株式ファンド（マネー・ポートフォリオ） 23,021,227円

日本株厳選ファンド・円コース 270,889円

日本株厳選ファンド・ブラジルレアルコース 438,760円

日本株厳選ファンド・豪ドルコース 679,887円

日本株厳選ファンド・アジア３通貨コース 9,783円

日本株225・米ドルコース 49,237円

スマート・ストラテジー・ファンド（毎月決算型） 12,541,581円

スマート・ストラテジー・ファンド（年２回決算型） 4,566,053円

カナダ高配当株ツインα（毎月分配型） 433,260円

日本株厳選ファンド・米ドルコース 196,696円

日本株厳選ファンド・メキシコペソコース 196,696円

日本株厳選ファンド・トルコリラコース 196,696円

グローバル創薬関連株式ファンド 984,834円

米国分散投資戦略ファンド（１倍コース） 840,023,558円

米国分散投資戦略ファンド（３倍コース） 395,042,909円

米国分散投資戦略ファンド（５倍コース） 445,153円

グローバルＤＸ関連株式ファンド（予想分配金提示型） 295,276円

グローバルＤＸ関連株式ファンド（資産成長型） 1,968,504円

日興ＦＷＳ・日本株クオリティ 19,697円

日興ＦＷＳ・日本株市場型アクティブ 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国株クオリティ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国株クオリティ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国株市場型アクティブ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国株市場型アクティブ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・新興国株アクティブ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・新興国株アクティブ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・日本債アクティブ 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国債アクティブ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・先進国債アクティブ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・新興国債アクティブ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・新興国債アクティブ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・Ｊリートアクティブ 19,697円

日興ＦＷＳ・Ｇリートアクティブ（為替ヘッジあり） 19,697円

日興ＦＷＳ・Ｇリートアクティブ（為替ヘッジなし） 19,697円

日興ＦＷＳ・ヘッジファンドマルチ戦略 19,697円

日興ＦＷＳ・ヘッジファンドアクティブ戦略 19,697円

トータルヘッジ用ファンドＳＭＴ１号＜適格機関投資家限定＞ 1,034,812,900円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。
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損益の状況
（自2023年７月26日　至2024年７月25日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 13,275,706円

受 取 利 息 13,548,654

支 払 利 息 △    272,948

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 13,696,584

売 買 益 37,200

売 買 損 △ 13,733,784

(C) そ の 他 費 用 等 △     24,821

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    445,699

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 47,092,558

(F) 解 約 差 損 益 金 △ 89,301,949

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 106,197,674

(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 63,542,584

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 63,542,584

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞

・デリバティブ取引の利用目的を明確化するため、信託約款に所要の変更を行いました。

� （適用日：2023年12月８日）
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